





































































Qualitative Study on the Process to Build Career Awareness among
Primary and Junior High School Students. 
―Based on the Practical Attempts for Career Guidance in Schools―
Atsumi SAWAGAKI, Kenichiro ISHIZU 
キーワード：キャリア意識　役割経験　感謝　尊敬















る・受容する / 共感する・励ます / 感想を伝える」の 6
項目がカテゴリ化された。また，吉田（1992）は，現在
中学校で行われている「職場体験」の実施率は 98％以


















































む小学 4 年生の児童 10 名（男子 2 名，女子 8 名）に対






















接時間は，一人当たり 25 分～ 35 分で , 延べ 250 分であっ



























































Table1.「小学生のキャリア意識形成プロセス」コアカテゴリ・カテゴリ・サブカテゴリ・概念 / 定義 / 具体例　一覧
ｺｱ
ｶﾃｺﾞﾘ




















































































































































































































































































































3 層 〈感謝に対する返報性〉 
























































































































－ 20 － － 21 －
小中学生におけるキャリア意識形成のプロセスの質的検討
Table2.「中学生のキャリア意識形成プロセス」コアカテゴリ・カテゴリ・サブカテゴリ・概念 / 定義 / 具体例　一覧
ｺｱ
ｶﾃｺﾞﾘ





































































































































































































































－ 22 － － 23 －
小中学生におけるキャリア意識形成のプロセスの質的検討
〔強みとなる価値観を形成〕【自分のものさしをもつ】《自己理解の拡大》










































 《大人のまねからの学び》 《大人のすごさを実感》 
【大人を尊敬する】
 《やる気を生むもの》 《やる気を支えるもの》 
【やる気を生むものと支えるもの】 
【自分のものさしをもつ】  〈責任を果たす〉      〈他者の視点に立つ〉  〈他者との信頼関係を築く〉 〈自分の限界を広げる〉  〈暫定的な自己理解〉    〈仕事に対するイメージが広がる〉 
〔強みとなる価値観を形成〕 
Fig2.「中学生のキャリア意識形成」カテゴリ相関図  
 《葛藤を経験する》  〈困難に直面〉  〈ギャップを感じる〉 

























































































































































































と考えられるし，2 分の 1 成人式も 14 歳の挑戦も，ネ
ガティブな印象をもった者のデータもまた，蓄積されて
いく必要があるだろう。
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